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仮想化の概要
仮想化により、同一の物理マシン上で隣り合いながら分離して実行する複数の仮想マシン（VM）
を作成できます。

各仮想マシンは、仮想ハードウェア（メモリ、CPU、NIC）の独自のセットを持ち、その上でオペ
レーティングシステムと十分に設定されたアプリケーションがロードされます。オペレーティン

グシステムは、実際の物理ハードウェアコンポーネントに関係なく、一貫性があり正常なハード

ウェア一式を認識します。

仮想マシンでは、物理サーバ間でのプロビジョニング、移動を迅速に行うために、ハードウェア

とソフトウェアの両方が単一のファイルにカプセル化されます。仮想マシンは 1つの物理サーバ
から別のサーバへ数秒で移動することができ、メンテナンスのためのダウンタイムを必要とせず、

途切れることのない作業負荷を集約します。

仮想ハードウェアは、多数のサーバ（それぞれのサーバは独立した仮想マシン内で実行する）を

単一の物理サーバ上で実行できるようにします。仮想化の利点は、コンピューティングリソース

をより適切に使用でき、サーバ密度を高め、サーバの移行をスムーズに行えることです。
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仮想サーバの実装は、1つの物理サーバのゲストとして実行される 1つまたは複数の VMで構成
されます。ゲスト VMは、ハイパーバイザまたは仮想マシンマネージャ（VMM）と呼ばれるソ
フトウェアレイヤによってホストされ管理されます。通常、ハイパーバイザは各VMで仮想ネッ
トワークインターフェイスを示し、VMから他のローカル VMまたは別のインターフェイスへの
外部ネットワークへのトラフィックのレイヤ 2スイッチングを実行します。

Cisco Virtual Interface Card（VIC）アダプタと連携して、Cisco仮想マシンファブリックエクステ
ンダ（VM-FEX）はファブリックインターコネクトの外部ハードウェアベーススイッチング用の
ハイパーバイザによって、VMトラフィックのソフトウェアベースのスイッチングをバイパスし
ます。この方法により、サーバのCPU負荷を軽減し、高速スイッチングを行い、ローカルおよび
リモートトラフィックに豊富なネットワーク管理機能セットを適用することができます。

VM-FEXは IEEE 802.1Qbhポートエクステンダアーキテクチャを VMに拡張するために、各 VM
インターフェイスに仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デバイスとスイッチ上
の仮想ポートを提供します。このソリューションにより、VMインターフェイス上で、正確なレー
ト制限と QoS（Quality of Service）保証が可能になります。

仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化
Cisco VICアダプタは、単一 OSの導入と VMベースの導入の両方に対応するように設計された統
合型ネットワークアダプタ（CNA）です。 VICアダプタは、最大 128個の仮想ネットワークイ
ンターフェイスカード（vNIC）を含む、静的または動的な仮想化インターフェイスをサポートし
ます。

VICアダプタは、VM-FEXをサポートし、仮想マシンインターフェイスとの間の、トラフィック
のハードウェアベースのスイッチング機能を提供します。

Single Root I/O Virtualization
単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）により、さまざまなゲストオペレーティングシステムを実行
している複数の VMが、ホストサーバ内の単一の PCIeネットワークアダプタを共有できるよう
になります。 SR-IOVでは、VMがネットワークアダプタとの間で直接データを移動でき、ハイ
パーバイザをバイパスすることで、ネットワークのスループットが増加しサーバのCPU負荷が低
下します。最近の x86サーバプロセッサには、SR-IOVに必要なダイレクトメモリの転送やその
他の操作を容易にする、Intel VT xテクノロジーなど、チップセットの拡張機能が搭載されていま
す。

SR-IOV仕様では、次の 2つのデバイスタイプが定義されています。

•物理的な機能（PF）：基本的にスタティック vNICである PFは、SR-IOV機能を含む完全な
PCIeデバイスです。 PFは、通常の PCIeデバイスとして検出され、管理され、設定されま
す。単一 PFは、一連の仮想関数（VF）の管理および設定を提供できます。
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•仮想機能（VF）：ダイナミック vNICと同様に、VFはデータ移動に必要な最低限のリソー
スを提供する、完全または軽量の仮想PCIeデバイスです。VFは直接的には管理されず、PF
を介して配信および管理されます。 1つ以上の VFを 1つの VMに割り当てることができま
す。

SR-IOVは、PCI標準の開発および管理が公認されている業界組織である Peripheral Component
Interconnect Special Interest Group（PCI-SIG）によって定義および管理されています。 SR-IOVの詳
細については、次の URLを参照してください。

http://www.intel.com/content/www/us/en/pci-express/pci-sig-sr-iov-primer-sr-iov-technology-paper.html

SR-IOVをサポートするハイパーバイザには、KVMLinuxとMicrosoftHyper-Vが含まれています。

次のシスコ仮想インターフェイスカードはVM-FEXを使用する SR-IOVをサポートしています。

• Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS仮想インターフェイスカード 1280

• Cisco UCS仮想インターフェイスカード 1240

• Cisco UCS仮想インターフェイスカード 1225

Hyper-V 用 VM-FEX

Microsoft SCVMM のアーキテクチャを使用した Cisco UCS VM-FEX につ
いて

Cisco UCS ManagerとMicrosoft SCVMMの統合により、Microsoft仮想化プラットフォームで
VM-FEXテクノロジーを利用できます。Microsoft SCVMMがネットワークスタックのセットアッ
プに使用するネットワークオブジェクトは、このアーキテクチャを使用して Cisco UCSMで設定
されます。Microsoft SCVMMは、Cisco UCSMによって作成されたネットワークオブジェクトを
消費し、VMをホストしているMicrosoft Hyper-Vホストにそれらを展開します。

Hyper-Vでの仮想接続には、SR-IOVテクノロジーが使用されています。仮想マシンのインター
フェイスは仮想機能にマッピングされます。Cisco UCSのリリース 2.1では SR-IOVのサポートが
追加され、Microsoft Hyper-Vホストへの VM-FEXの展開が可能になりましたが、VMネットワー
クの管理が一元化されていませんでした。リリース 2.2(1)ではMicrosoft SCVMMとの管理プレー
ンの統合が向上し、Hyper-VホストのVMネットワーク管理が一元化されました。この展開では、
Cisco VICアダプタで使用可能な SR-IOVテクノロジーを活用して、Cisco UCSファブリックイン
ターコネクトが VMへ対応可能になります。
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Microsoft SCVMMアーキテクチャを使用した Cisco UCS VM-FEXについては、次の主要コンポー
ネントを参照してください。

図 1：Microsoft SCVMM アーキテクチャを使用した Cisco UCS VM-FEX

Cisco UCSM

Cisco UCSMはサービスプロファイルを展開し、その展開の一部としてベアメタルをプロビジョ
ニングします。Hyper-Vホストのサービスプロファイルのネットワーク設定を行う際に、管理者
は SR-IOVのサポートが有効であることを確認する必要があります。ネットワーク管理者はネッ
トワークオブジェクト（VLANやCisco UCSMのポートプロファイルなど）を定義します。これ
らのオブジェクトは、ファブリックインターコネクト（FI）のNX-OSにプッシュされます。サー
バ管理者はMicrosoft SCVMMに Cisco UCSプロバイダープラグインをインストールします。

Microsoft SCVMM

Cisco UCSプロバイダープラグインにより、Microsoft SCVMMは Cisco UCSMからネットワーク
オブジェクトを取得し、それらをネイティブで使用したり、Hyper-Vホストに展開したりできま
す。ホストグループに追加されるホストは、Cisco UCSMがサービスプロファイルを使用して展
開したサーバと同じです。また、Microsoft SCVMMは Cisco UCSMで設定されているネットワー
ク構成をプルして Hyper-Vホストにプッシュします。 Hyper-Vホストに論理スイッチを展開する
と、ドライバ拡張がそのホストにプッシュされます。

CiscoUCSVM-FEXフォワーディング拡張は、Hyper-Vホスト上に配備されたドライバ拡張の一種
です。これによって、FIへのパケット転送と FIでのスイッチングが確実に実行されます。 FIは
VMのすべてのMACアドレスを認識します。VM-FEXフォワーディング拡張ドライバはMicrosoft
SCVMMから構成を取得し、ホストで稼動している VNICの vEthに対するプロビジョニングを
NX-OSに指示します。

ダイナミックVM-FEXvEthリンクプロビジョニングは、Hyper-VホストとNX-OS間の接続です。
VMがオンライン状態または VMに電源が入ると、ネットワークカードが Cisco VICプロトコル
を使用して VIC接続を送信し、VMは FIに動的に接続します。
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Hyper-V ホスト

Microsoft Hyper-Vは、x86-64ハードウェアプラットフォームに対応したWindows Server 2012以
降のリリース向け仮想化パッケージです。 Hyper-Vは x86ハードウェア仮想化拡張（たとえば、
IntelVT-x）を使用して、ユーザスペースプロセスとしてVMをホストするハイパーバイザを実装
します。

VM-FEX for Hyper-Vの使用では、ハイパーバイザはVMトラフィックのスイッチングは実行され
ません。ハイパーバイザは、装着されているVICアダプタと連携し、インターフェイスの仮想化
プログラムとして次の機能を実行します。

• VMから VICに向かうトラフィックについては、インターフェイス仮想化プログラムが送信
元 vNICを識別し、その vNICによって生成された各パケットへの VICによる明示的なタグ
付けを可能にします。

• VICから受信したトラフィックについては、インターフェイス仮想化プログラムがパケット
を指定して vNICに渡します。

すべてのスイッチングは外部ファブリックインターコネクトによって実行されます。外部ファブ

リックインターコネクトは、物理ポート間だけでなく、VMのvNICに対応する仮想インターフェ
イス（VIF）間でのスイッチングも行うことができます。

ネットワーク用語

ネットワークオブジェクトの詳細については、以下のMicrosoftネットワーク用語を参考にしてく
ださい。

論理スイッチ

論理スイッチはMicrosoftのネイティブ分散仮想スイッチ（DVS）です。仮想スイッチをインスタ
ンス化するためのテンプレートです。ネイティブスイッチを定義して、それに拡張を加えること

ができます。これはスイッチ拡張と呼ばれています。

ファブリックネットワーク

ファブリックネットワークは、複数のサイトにわたるネットワークセグメント（VLAN）から構
成される論理ネットワークです。ファブリックネットワークには 1つ以上のネットワークサイ
トを含めることができます。

ネットワークサイト

ネットワークサイトはサイト固有のネットワークセグメントから構成されます。ファブリック

ネットワーク定義（FND）とも呼ばれます。ネットワークサイトには 1つ以上のネットワーク
セグメントを含めることができます。

ネットワークセグメント

ネットワークセグメントは、VMネットワーク定義（VMND）とも呼ばれます。VLANと IPプー
ルから構成されています。
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VM ネットワーク

VMネットワークはネットワークセグメントを参照します。 VMを接続できるネットワークとし
てテナントにより使用されます。 VMネットワークはテナント側から見たネットワークです。

仮想ポートプロファイル

仮想ポートプロファイルは、vNICの QoS/SLAを定義するプロファイルです。

アップリンクポートプロファイル

アップリンクポートプロファイルには、pNICに割り当てられているネットワークセグメントの
リストが含まれています。

参照先

ネットワークオブジェクトの詳細については、『ConfiguringLogicalNetworking inVMMOverview』
（http://technet.microsoft.com/en-us/library/jj721568.aspx）を参照してください。
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